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【主催】美術科教育学会
（乳・幼児造形研究部会）・日本発達心理学会

（東海地区）

子どもの生活は「表現すること」によって支えられているといっても過言ではありませ

ん。今日，子どもの興味や言葉，姿から保育を構想し，その保育活動の中核に「アート」

を位置づけ，子どもの主体的な生活や遊びを展開させようとする実践が注目を浴びていま

す。そのような実践においては、子どもにおける積極的な造形活動は生活そのものである

といえるでしょう。保育の現場では，表現活動そのものを生活ととらえ，生活環境のなか

で生まれる喜びや気づき，感動などを表現とつなげることによって，子どもの創造性や感

性を引き出す豊かな表現活動が繰り広げられています。このようなプロセスを心理学では

どのようにとらえることができるのでしょうか。また，同じプロセスをアートの視点から

はどのように意味づけすることができるのでしょうか。薬本（2011）は，美術活動をする

人は「人間とは何か」，「人間はどのような存在なのか」などを理解しなくてはならないと

述べ，そのために心理学を学ぶ必要があることを示しています。

本シンポジウムでは，現場の保育実践をもとにしながら，心理学とアート，両方の視点

で子どもの表現活動を解釈してみることにより，子どもの造形表現の裏に在るこころの

作用をより深く探究していきます。子どもが造形表現するプロセスをアートと心理学の

視点で広く，深く掘り下げてとらえていきます。そこから得られた知見が、子どもの感

情や想像力へと還元されていくことを期待します。子どもと表現活動の幸せな関係を

心理学とアートの両視点から深めることができればこの上ない幸せです。

 （名古屋駅より地下鉄東山線「星が丘駅」下車、徒歩 5分）
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